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平
成
22
年

第
４
回
町
議
会
定
例
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

  12/   

 9～17

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
22
年
第
４
回

町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
、
平
成
22

年
度
（
平
成
21
年
度
実
績
）
教
育
委

員
会
点
検
・
評
価
の
報
告
の
後
、
内

海
支
所
及
び
内
海
公
民
館
の
移
転
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
な
ど
条
例
制

定
及
び
改
正
が
４
議
案
、
深
浦
漁
港

海
岸
保
全
施
設
整
備
工
事
契
約
の
変

更
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
（
２

件
）
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
・
簡
易
水
道
）、
事
業
会
計
（
上

水
道
・
病
院
）
の
補
正
予
算
が
６
議

案
、
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
が

２
議
案
、
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及

び
規
約
の
変
更
、
指
定
管
理
者
の
指

定
が
６
議
案
、
計
20
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
藤
田
英ひ

で

子こ

氏
（
緑
甲
）
の
推
薦

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
食
の

安
全
・
安
心
と
食
料
自
給
率
向
上
、

農
業
の
再
生
を
求
め
る
請
願
書
が
採

択
、
内
需
を
拡
大
し
て
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
を
求
め
る
請
願
書
及
び
最

低
保
障
年
金
制
度
創
設
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
請
願
書
が
そ
れ
ぞ
れ

不
採
択
と
な
り
、
「
地
方
財
政
の
充

実
」
「
地
方
分
権
に
対
応
す
る
地
方

議
会
の
確
立
」
「
米
価
下
落
へ
の
緊

急
対
策
」
「
食
の
安
全
・
安
心
と
食

料
自
給
率
の
向
上
政
策
」
を
求
め
る

意
見
書
及
び
「
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）」
に
関
す
る
意
見
書
が
そ

れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
者　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長　

飯
田
利と

し

久ひ
さ

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
招
集　

平
成
22
年
10
月
26
日（
火
）

　

調
査
事
項
「
消
防
の
現
状
に
つ
い
て
」

　

今
回
、
当
委
員
会
は
提
出
資
料
に
基
づ
き
、
机
上
審
査
の
後
、
現
地
調
査
を

実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

常
備
消
防
に
お
い
て
、
車
両
・
消
防
機
器
等
に
つ
い
て
は
十
分
設
備
・
配
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
消
防
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
建
築
後
35
年
が
経
過
し
て
お

り
老
朽
化
が
著
し
く
、
空
調
機
器
も
設
置
後
18
年
が
経
過
し
て
お
り
、
ま
た
、

か
な
り
旧
式
の
電
気
系
統
通
信
設
備
を
使
用
し
て
お
り
、
現
在
は
業
務
に
支
障

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
つ
不
具
合
を
起
こ
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
る
。
ま
た
、
多
様
化
す
る
業
務
等
、
ま
た
、
そ
れ

に
伴
う
様
々
な
機
器
の
設
置
に
よ
り
、
消
防
庁
舎
内
で
の
業
務
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
道
路
拡
張
に
伴
い
県
道
沿
い
の
訓
練
棟
を
含
め
た
敷
地

の
一
部
が
歩
道
に
な
る
と
の
説
明
を
受
け
た
が
、
当
委
員
会
と
し
て
は
、
現
在

の
消
防
庁
舎
が
大
規
模
な
災
害
時
に
そ
の
機
能
を
果
た
さ
れ
る
か
危
惧
し
て
お

り
、
財
政
面
も
踏
ま
え
た
効
率
的
な
設
備
の
見
直
し
も
含
め
て
、
消
防
署
ま
た
は

防
災
セ
ン
タ
ー
に
せ
よ
、
こ
れ
以
上
事
業
実
施
計
画
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く

早
急
に
建
設
地
を
検
討
し
、
建
て
か
え
す
べ
き
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

　

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
管
外
搬
送
や
研
修
等
で
隊
員
が
減
少
す
る
場
合
に

も
、業
務
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
万
全
の
体
制
を
確
保
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

な
お
、
非
常
備
消
防
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
不
足
す
る
消
防
団
員
の
確
保
に

努
め
て
い
た
だ
き
、
耐
用
年
数
の
過
ぎ
た
車
両
・
ポ
ン
プ
、
ま
た
、
老
朽
化
し

た
消
防
倉
庫
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
て
更
新
及
び
改
築
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

以
上
、総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
意
見
を
集
約
し
調
査
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問

質
問
者

質　

問　

事　

項

草
木
原　

由よ
し　

幸ゆ
き

①
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

②
町
営
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

宮　

下　

一い
ち　

郎ろ
う

①
建
設
業
に
お
け
る
中
小
零
細
企
業
の
支
援
救
援
策
に
つ
い
て

内　

倉　

長ち
ょ
う  

蔵ぞ
う

①
民
有
林
の
間
伐
推
進
に
つ
い
て

②
固
定
資
産
税
の
徴
収
に
つ
い
て

西　

口　
　

孝
た
か
し

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て

②
町
営
住
宅
の
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

③
町
活
性
化
施
策
の
提
案
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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委員を公募します！
◆総務課から「

支
え
合
う
力
」で

社
会
を
明
る
く
し
よ
う
！

◆
町
民
課
か
ら

委員の名称 水道事業運営審議会委員
職務の
内　容

水道事業の円滑な運営についての審議

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給あり）

公募委員数 ５名（委員定数８名）
任　期 平成23年4月1日から平成25年3月31日まで
応募資格 町内在住で20歳以上の方
募集期間 3月1日まで
応募方法 申込書を水道課又は各支所へ提出してください。
問い合わせ先
（担当課）

水道課（℡７２－０８３５）

委員の名称 都市計画審議会委員
職務の
内　容

都市計画に関する事項についての調査
及び審議

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給あり）

公募委員数 ３名（委員定数12名）
任　期 平成23年3月1日から平成25年2月28日まで

応募資格
町内在住者の20歳以上で都市計画に
関心のある方

募集期間 2月18日まで
応募方法 申込書を建設課又は各支所へ提出してください。
問い合わせ先
（担当課）

建設課（℡７２－７３１３）

委員の名称 病院事業運営懇話会委員
職務の
内　容

病院事業の健全かつ円滑な運営に関
すること

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給なし）

公募委員数 ９名以内（委員定数10名以内）
任　期 平成23年4月1日から平成25年3月31日まで
応募資格 町内在住者で20歳以上の方
募集期間 2月28日まで

応募方法
申込書を総務課又は各支所、国保一本松
病院、内海診療所へ提出してください。

問い合わせ先
（担当課）

国保一本松病院（TEL８４－２２５５）
内海診療所（TEL８５－０３４１）

　愛南町では、「水道事業運営審議会」及び
「都市計画審議会」並びに「病院事業運営懇話
会」の委員を募集しています。申込書は、担当
課又は町ホームページにありますので、必要事
項を記入の上申込みください。なお、他の委員
会等の委員を３以上兼務している方は、応募で
きませんのでご注意ください。

木田佳介くん

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
愛
媛
県
代
表
６
作

品
の
う
ち
小
学
生
の
部
に
、
鈴
木
耀て

る

野の

さ
ん（
城
辺
小
６
年
）の
『
言
葉
の

力
』
と
本
多
咲さ

稀き

さ
ん（
久
良
小
５

年
）の
『
私
に
で
き
る
こ
と
』
が
、

ま
た
中
学
生
の
部
に
木
田
佳け

い

介す
け

く
ん

（
城
辺
中
３
年
）の
『
支
え
合
う
力
』

が
、優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

木
田
く
ん
は
、
12
月
19
日
に
高
松

市
で
行
わ
れ
た
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
60
周
年
記
念
四
国
管
内
の
中

学
生
に
よ
る
作
文
発
表
会
」
で
、
教

師
と
の
関
わ
り
や
仲
間
と
の
信
頼
関

係
、
支
え
合
い
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、日
常
の

家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で
犯
罪

や
非
行
な
ど
に
関
し
て
考
え
、感
じ
た

こ
と
を
作
文
に
す
る
こ
と
で
、社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
思
い
が
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
計

画
区
域
の
変
更
及
び
愛
南
都
市
計

画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
説
明

会
と
公
聴
会
の
お
知
ら
せ
！

◆
建
設
課
か
ら

交
通
災
害
共
済
の
加
入
手
続

き
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

　

南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
計

画
区
域
を
宇
和
島
市
、
愛
南
町
の

各
々
の
区
域
に
分
割
し
て
で
き
る
愛

南
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
「
愛
南

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

「
南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市

計
画
区
域
の
変
更
」
及
び
「
愛
南
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
」
に
係
る
住
民
説
明
会
及
び
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

※
都
市
計
画
区
域
再
編
案
に
か
か

る
主
な
変
更
点

⑴
行
政
区
域
界
で
宇
和
島
都
市
計

画
区
域
と
愛
南
都
市
計
画
区
域
に

分
割

⑵
島
し
ょ
部
や
半
島
部
な
ど
を
都

市
計
画
区
域
か
ら
除
外

⑶
都
市
計
画
区
域
内
の
建
築
確
認

申
請
除
外
地
域
の
廃
止(

※
経
過
措

置
あ
り)

■
説
明
会

日
時　

３
月
４
日（
金
）18
時
30
分
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
大

研
修
室

■
公
聴
会

日
時　

３
月
28
日（
月
）14
時
〜

場
所　

南
予
地
方
局
７
階
大
会
議
室

　
　
　

（
宇
和
島
市
天
神
町
７
―

１
）

※
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
方（
愛
南
町
在
住
者
又
は
利
害

関
係
者
に
限
り
ま
す
）は
、
３
月
18

日
（
金
）（
必
着
）
ま
で
に
直
接
又
は

郵
送
で
次
の
様
式
に
よ
り
公
述
申

出
書
を
、
愛
媛
県
庁
都
市
計
画
課

（
〒
７
９
０
―

８
５
７
０
松
山
市

一
番
町
４
丁
目
４
―

２
）
又
は
愛

南
町
役
場
建
設
課
（
〒
７
９
８
―

４
１
９
６
愛
南
町
城
辺
甲
２
４
２
０

番
地
）
ま
で
１
部
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
期
日
ま
で
に
公
述
の
申

し
出
が
な
い
場
合
、
公
聴
会
は
中
止

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
都
市
計
画
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
７
３
８
）

　

愛
南
町
建
設
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
３
）

公述申出書
愛南都市計画区域マスタープランの策定に
対して、次のとおり意見を述べたいので申
し出ます。
　　　　　　　　　　　平成　年　月　日
　　　　　愛媛県知事　中村時広　様  
　１．公述申出人
　　　 住所
　　　 氏名　　　　　　（年齢　歳）印
　　　 職業
　　　 連絡先　　　　　（電話　　　）
　２．意見の要旨及びその理由
　　　　　　　　　　　（別紙のとおり）

「意見の要旨及びその理由」
作成上の注意

（注１）400字詰原稿用紙１枚

以内に意見の要旨（２

～３行で）及びその理

由を区分して記載して

ください。

（注２）楷書で自筆し、横書き

としてください。

（注３）公述申出人はフリガナ

をつけてください。

共
済
掛
金
（
年
額
）

　

一
般　
　
　
　

７
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

３
０
０
円

加
入
口
数

　

１
名
に
つ
き
１
口
に
限
り
ま
す
。

共
済
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
24
年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

掛
金
を
納
め
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

加
入
資
格

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
又
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方

○
共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
等
で
町

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

申
込
用
紙
の
配
布

　

２
月
末
日
に
、
22
年
度
加
入
申
込

の
あ
っ
た
方
の
み
発
送
し
ま
す
。

申
込
先

　

総
務
課
・
各
支
所
又
は
所
定
の
金

融
機
関

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
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平
成
23
年
５
月（
４
月
使
用
分
）か
ら

水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
！

◆
水
道
課
か
ら

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
者
支
援
の
拡
大
に
つ
い
て
！

◆
総
務
課
か
ら

※
網
代
、
魚
神
山
、
油
袋
、
家
串
、

平
碆
、
須
ノ
川
地
区（
灘
地
区
以
外
）

を
除
き
ま
す
。

　

現
在
の
水
道
料
金
は
、
平
成
17
年

４
月
に
料
金
改
定
を
実
施
し
て
か
ら

５
年
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
間
、

給
水
人
口
の
減
少
や
社
会
全
体
の
節

水
意
識
が
高
ま
る
な
ど
、
毎
年
水
道

料
金
収
入
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

水
道
課
で
は
職
員
の
削
減
（
３
名

減

：

Ｈ
18 

17
名
↓
Ｈ
21 

14
名
）
や

一
部
簡
易
水
道
と
上
水
道
の
統
合
に

よ
る
事
務
効
率
化
な
ど
経
費
削
減
等

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
上
水

道
事
業
会
計
に
お
い
て
平
成
20
年
度

決
算
で
約
３
千
万
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
以
上
、
経
営
努
力
に

よ
る
経
費
削
減
だ
け
で
は
、
事
業
費

を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
料
金
改
定
を
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
（
平
均
改
定
率

約
８
・
１
％
）
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
水
需

要
者
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
負
担
を

お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

安
心
・
安
全
な
水
道
の
確
保
の
た
め

に
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

水
道
課（
℡
７
２
―

０
８
３
５
）

●現行の水道料金表

給水装置の諸別
基本料金１ヵ月につき

超過料金１㎥につき
水　量 料　金

専用・共用 8㎥まで 1,000円 160円
そ　の　他 8㎥まで 3,600円 160円
船　舶　用 １㎥につき300円

備考：「その他」とは臨時工事用で、不定期に使用するものです。
　　　水道料金は上記、基本料金と超過料金の合計に消費税を乗じた額とします。
　　　（10円未満切り捨て）

●新しい水道料金表

給水装置の諸別
基本料金１ヵ月につき

超過料金１㎥につき
水　量 料　金

専用・共用 8㎥まで 1,100円 170円
そ　の　他 8㎥まで 3,600円 170円
船　舶　用 １㎥につき300円

備考：「その他」とは臨時工事用で、不定期に使用するものです。
　　　水道料金は上記、基本料金と超過料金の合計に消費税を乗じた額とします。
　　　（10円未満切り捨て）

　家庭で1ヵ月20㎥使用される場合の新旧水道料金の比較例 
　現行水道料金　（1,000円＋160円×12㎥）×1.05＝3,060円
　新水道料金　（1,100円＋170円×12㎥）×1.05＝3,290円
　　　　　　　　　3,290円－3,060円＝230円の値上げとなります。

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
な

い
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
」
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
支
援
の
対
象
に
「
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
を
加
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
て
い
な
い

「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯
」
に
、

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無

償
で
給
付
（
配
送
）
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
５
７
０
―

０
２
３
７
２
４
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
同
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー（
０
５
７
０
―

０
３
３
８
４
０
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
辞
令
伝
達
式
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
、

改
選
さ
れ
た
民
生
児
童
委
員

88
名
と
主
任
児
童
委
員
３
名
の
辞
令

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

長
年
民
生
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
18
名
に
、

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
正
光
会
御
荘
病
院
の

長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

院
長
を
講
師
に
、
「
共
に

生
き
る
・
共
に
働
く
〜
愛
南
町
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
か
か
わ
る
実
践
〜
」

と
題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
日
常
生
活
の

心
配
や
困
っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
の

こ
と
や
経
済
的
な
こ
と
な
ど
、
何
で

も
構
い
ま
せ

ん
。
お
住
ま

い
の
地
区
の

民
生
児
童
委

員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 12/
     3

愛南町民生児童委員
主任児童委員名簿

（平成22年12月1日現在）

内海支部
氏　　名 担当地区

眞　菜　忠
ただ

　敏
とし

網代（網代・荒樫）

西　本　憲
けん

　三
ぞう

魚神山（魚神山・船越）

伊　勢　民
たみ

　夫
お

油袋（油袋・火打）

前　田　源
げん

　一
いち

家串

黒　田　章
しょう

  子
こ

平碆

岡　平　和
かず

　子
こ

須ノ川

松　本　明
あき

　義
よし

柏崎

木　口　喜
のぶ

　博
ひろ

柏（奥・梶屋敷・北原）

樫　元　都
つ き み

喜美 柏（脇田上・下）

御荘支部
氏　　名 担当地区

井　関　邦
くに

　秋
あき

御荘菊川（菊川１・２）

丸　田　カツミ 御荘菊川（菊川３・４）

尾　川　康
やす

　人
ひと

御荘平山

齋　藤　弘
ひろ

　文
ふみ

御荘長洲

上　田　靖
やす

　之
ゆき

御荘平城（長崎）

中　尾　豊
とよ

　文
ふみ 御荘平城（貝塚・
八幡野）

三　好　睦
むつ

　人
ひと 御荘平城（本町・
寺新町）

宇都宮　照
てる

　雄
お

御荘平城（栄町）

清　水　由
よし

　子
こ

御荘平城（上町・馬場）

市　川　乗
じょう

  地
じ

御荘平城（永ノ岡）

 井　上　　　誠
まこと

御荘和口

橋　本　迫
せこ

　人
んど

御荘長月（長月１・２）

赤　松　作
さく

　男
お

御荘長月（長月３・４）

大　西　さちこ 御荘平城（節崎）

梅　田　康
やす

　仁
ひと 御荘平城（馬瀬）・
深泥

 椙　山　　　健
つよし

防城成川

中　田　雅
まさ

　信
のぶ

赤水

古　川　榮
えい

　吉
きち

高畑

岩　﨑　千
ち

　束
ずか

中浦（尻貝）

清　水　衣
きぬ

　代
よ

中浦（奥ノ谷）

佐　藤　健
けん

　吾
ご

中浦（中ノ谷・高手）

山　本　みちえ 中浦（灘前・左右水）

山　田　ヨシ子
こ

猿鳴

城辺支部
氏　　名 担当地区

大　野　カヨ子
こ

僧都（大僧都・小僧都）

原　田　亮
りょう

  三
ぞう

僧都（僧都中・下）

砂　田　豊
とよ

　秋
あき

緑丙（山出）

金　子　敦
あつ

　子
こ 緑甲（大久保・梶
郷・大道・樫床）

 谷　口　　　功
いさお

緑乙（岡・樋口・西柳）

増　﨑　元
もと

　吉
よし 緑乙（中緑・当時・
下緑・左谷）

安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ 城辺甲（太場・豊
田・豊田住宅）

清　家　千
ち

　秋
あき

城辺甲（長野・石井手）

河　内　政
まさ

　德
のり

城辺甲（下長野）

土　居　由
ゆ

　美
み

城辺甲（矢の町・中町）

白　石　幸
こう

　平
へい 城辺甲（清水・沖・
後・松本）

若　林　秀
ひで

　樹
き

城辺甲（伊勢町・北裡)

岡　田　俊
とし

　明
あき 城辺甲（久保・鳥
越・中原）

松　田　史
ちか

　子
こ

城辺乙（三島・土居）

加　洲　芳
よし

　信
のぶ

脇本

福　森　幸
ゆき

　和
かず

中玉

 氏　家　　　歩
あゆみ

敦盛・大浜・柿ノ浦

 山　本　　　滿
まつる

岩水

濵　　　孝
たか

　子
こ

垣内

加　藤　紀
のり

　子
こ

深浦（東浜・西浜・鼻前）

中　平　英
ひで

　明
あき

深浦（中組・奥前）

田　下　一
かず

　二
つぎ

鯆越・古月

濵　見　安
やす

　子
こ

久良（日土）

中　田　清
きよ

　志
し

久良（大寿浦・真浦）

本　多　惠
けい

　子
こ

久良（西真浦）

二　宮　公
きみ

　惠
え

久良（新浦）

橋　本　百
もも

　代
よ

蓮乗寺

一本松支部
氏　　名 担当地区

 森　内　　　優
ゆたか 正木（御在所・大
駄場・太田）

岡　﨑　三
み え こ

枝子
正木（下一・下二・徳
田・宮川・本村）

山　﨑　由
ゆ き こ

起子

増田（八人組・東中
屋・西中屋・東中組・
中組・西中組・内尾
串一・内尾串二・内
尾串三）

豊　田　初
はつ

　美
み

増田（広岡・平畑・中串）

 嘉　新　　　隆
たかし 小山（東小山・本村

一・本村二・坂石）

民　家　トラミ 中川（新田・大又・
影平）

東　　　章
しょう

  子
こ 中川（名本・奈呂・
光野・茶堂）

大　西　吉
よし

　久
ひさ

広見（弓張・古宅・駄場）

 岩　﨑　　　巧
たくみ 広見（岡駄場・名路・

向山）増田（亀之串）

山　下　延
のぶ

　夫
お 上大道（東一・東二・
西一・西二・久保江）

和　泉　千
ち よ み

代美 満倉（坪浜・西組）

岡　原　牧
まき

　男
お 一本松（東部一・
東部二・南部）
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人
事
異
動
及
び
退
職
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

石
垣
の
里
だ
ん
だ
ん
雛
祭
り

石
雛
募
集
！

◆
西
海
支
所
か
ら

二　神　洋
よう

　子
こ

一本松（西部・北部）

西海支部
氏　　名 担当地区

内　田　留
る

　美
み

越田・弓立

清　水　定
さだ

　代
よ

小浦・樫月

三　好　榮
え み こ

美子 船越（船越東）

濱　本　秀
ひで

　雄
お

船越（船越西）

池　田　多
た

　美
み

久家

山　下　啓
けい

　子
こ

下久家

濱　田　かよ子
こ

樽見

 濱　田　　　操
みさお

大成川

竹　田　ちどり 小成川

濱　本　紀
のり

　子
こ

福浦（福浦西）

坂　本　あけみ 福浦（福浦東）

坂　井　美
み ち こ

千子 麦ケ浦

菅　原　千
ち

代
よ

郎
ろう

武者泊

吉　田　さとみ 外泊

吉　田　恭
きょう

  一
いち

中泊

畑　部　嘉
よし

　子
こ

内泊

主任児童委員
氏　　名 担当地区

時　岡　トヨミ 内海・御荘地域

中　尾　眞
ま ち こ

知子 城辺地域

大　西　浩
ひろ

　樹
き

一本松・西海地域

　

平
成
23
年
１
月
１
日
付
け
発
令

で
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
12
月
10
日
付
で

宮
下
満み

つ

夫お

さ
ん
（
一
本
松
公
民
館
係

長
）
が
、
同
年
12
月
31
日
付
で
本
田

和か
ず

江え

さ
ん
（
保
健
福
祉
課
栄
養
士
）

が
退
職
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

新所属　職名 旧所属 職名 氏　名

城辺公民館 館長 生涯学習課 
人権啓発室 室長

高木正
まさ

夫
お

内海公民館 館長
（併）総務課 
　地域支援係
（併）町民課 
　住民係

DE・あ・い・21
所長

河野和
かず

稔
とし

生涯学習課 
人権啓発室 室長

内海公民館 館長
（併）総務課 
　地域支援係
（併）町民課 
　住民係

木網玄
しげ

樹
き

内海公民館 
管理事業係 主査
（併）総務課 
　地域支援係
（併）町民課 
　住民係

DE・あ・い・21 
管理事業係 主査

池田大
だい

作
さく

内海公民館 
管理事業係 主査
（併）総務課 
　地域支援係
（併）町民課 
　住民係

DE・あ・い・21 
管理事業係 主査

田中香
か お り

穂理

　

外
泊
の
「
石
垣
守
ろ
う
会
」
で

は
、
『
だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
』
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
規
格　

基
本
的
に
石
を
原
材
料

に
し
て
く
だ
さ
い
。
石
の
大
き
さ
は

20
㎝
程
度
、数
は
１
個
で
も
数
個
の
石

を
組
み
合
わ
せ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
野
外
展
示
の
た
め
、
風
雨
に
耐
え

る
作
品
を
お
願
い
し
ま
す
。（
雨
な

ど
で
色
や
形
が
変
形
し
な
い
よ
う
に

注
意
）

応
募
方
法　

作
品
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号（
学
生
は
学
校
名

学
年
）を
記
し
た
も
の
を
添
付
し
て

西
海
支
所(

〒
７
９
８
―

４
２
９
２
愛

南
町
船
越
１
２
８
９
―

１
）又
は
西
海

公
民
館(

〒
７
９
８
―

４
２
９
２
愛
南

町
船
越
１
０
５
７
）ま
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

２
月
１
日（
火
）

〜
２
月
25
日（
金
）

展
示
期
間　

３
月
３
日（
木
）

〜
４
月
３
日（
日
）

展
示
場
所

　

愛
南
町
外
泊（
野
外
展
示
）

問
い
合
わ
せ

　

西
海
支
所（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

　

西
海
公
民
館（
℡
８
２
―

０
０
６
９
）
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食
育
と
食
品
産
業
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

板
橋　
　

衛
ま
も
る

（
愛
媛
大
学
農
学
部
准
教
授
）

　
　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
・

産
業
部
会

健康部会

産業
部会

教育
部会

　

食
育
と
の
関
係
か
、
食
料
自
給
率

と
の
関
係
か
、
記
憶
が
定
か
で
は

な
い
が
、
か
つ
て
読
ん
だ
新
聞
記
事

に
、
個
人
に
対
し
て
食
生
活
改
善
を

勧
め
て
も
無
理
で
あ
る
か
ら
、
食
品

産
業
へ
の
指
導
・
支
援
を
中
心
に
施

策
を
行
う
べ
き
主
旨
の
論
考
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
今
、
思
い
出
し
て
み

る
と
、
こ
れ
は
２
つ
の
点
で
意
味
深

な
論
考
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

１
つ
は
、
我
々
の
食
生
活
が
食
品
産

業
の
影
響
を
き
わ
め
て
強
く
受
け
て

い
る
と
い
う
事
実
認
識
を
突
き
つ
け

た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
１
つ
は
、
食

生
活
の
改
善
の
方
向
性
を
、
食
品
産

業
の
戦
略
と
整
合
性
を
持
た
せ
る
意

図
が
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

漠
然
と
し
た
概
念
で
は
あ
る
が
、

食
生
活
の
改
善
と
い
う
と
、
万
人
に

と
っ
て
賛
同
を
得
ら
れ
る
事
柄
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
消
費
を
促
進
し
て
き
た
食
品
産

業
界
に
と
っ
て
は
、
受
け
入
れ
ら
れ

る
内
容
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
肥

満
が
社
会
的
な
問
題
に
ま
で
な
っ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
食
生

活
の
改
善
は
至
上
命
題
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
食
品
産
業
界
の
抵

抗
に
よ
り
、
食
生
活
の
助
言
を
骨
抜

き
に
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
し
か
示
す

こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
最
近
は
報
道
を
耳
に
し
な

い
が
、
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ

た
頃
は
、
食
品
メ
ー
カ
ー
が
管
理
栄

養
士
の
資
格
を
も
っ
た
職
員
を
小
学

校
な
ど
の
食
育
の
授
業
に
派
遣
し
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
適
正
な
消
費
量

を
指
導
し
て
い
た
。
ま
た
、
食
品
産

業
の
広
告
で
は
、
科
学
的
に
身
体
に

良
い
と
言
わ
れ
る
栄
養
素
を
１
つ
で

も
含
ん
で
い
る
と
、
そ
れ
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
し
て
消
費
者
に
訴
え
か

け
る
。
し
か
も
、
新
し
い
概
念
が

常
に
氾
濫
し
、
混
乱
し
つ
つ
も
消
費

者
は
、
健
康
増
進
に
役
立
つ
食
品
で

あ
れ
ば
試
し
て
み
た
い
と
い
う
感
覚

で
次
々
と
新
商
品
に
飛
び
つ
い
て
い

る
。
日
本
の
場
合
は
、
食
生
活
の
改

善
と
い
う
命
題
を
逆
手
に
と
っ
た
戦

略
を
食
品
産
業
が
構
築
し
て
い
る
よ

う
で
も
あ
る
。

　

食
品
産
業
が
、
か
く
も
熱
心
に
、

身
体
に
良
い
と
主
張
す
る
商
品
を
開

発
す
る
理
由
は
、
国
民
の
食
生
活
の

改
善
や
健
康
を
本
当
に
願
っ
て
の
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。
食
料
は
、
基
本
的

な
需
要
量
に
は
限
界
が
あ
り
、
他
の

需
要
を
奪
う
か
、
過
剰
摂
取
し
な
け

れ
ば
と
需
要
は
拡
大
し
な
い
。
ア
メ

リ
カ
の
食
品
産
業
界
の
戦
略
は
そ
の

需
要
拡
大
に
あ
り
、
高
齢
化
が
進
み

人
口
が
減
少
す
る
日
本
の
場
合
は
、

健
康
問
題
を
戦
略
の
柱
に
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
食
品
産

業
の
目
的
は
利
益
で
あ
り
、
日
本
で

の
需
要
拡
大
が
望
め
な
い
企
業
は
、

積
極
的
に
海
外
に
進
出
し
、現
地
企
業

を
買
収
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

食
育
と
い
う
言
葉
も
一
人
歩
き
す

る
と
何
に
利
用
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な

愛
な
ん
食
育
推
進

第
10
回

い
。
愛
南
町
に
お
け
る
食
育
推
進

は
、
地
場
の
産
業
を
基
本
と
し
て
、

地
に
足
の
つ
い
た
計
画
を
作
成
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
実
践
に
お
い
て

も
、
３
つ
の
部
会
が
連
携
を
と
り
、

地
元
立
脚
の
取
組
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

※
本
稿
に
お
け
る
食
品
産
業
と
は
、
食
品
製

造
業
、
外
食
産
業
、
小
売
業
の
総
称
で
あ

り
、
大
手
企
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
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２
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

城
辺
高
齢
者
共
同
住
宅

入
居
者
募
集
に
つ
い
て
！

◆
高
齢
者
支
援
課
か
ら

食
育
推
進
大
会
！

◆
水
産
課
水
産
研
究
開
発
室
か
ら

　

２
日
・
９
日
・
16
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

３
月
の
引
取
日
は
、

　

２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
「
よ
く

か
む
こ
と
は
健
康
の
は
じ
ま
り
！
」

を
テ
ー
マ
に
「
２
０
１
０
愛
南
町
食

育
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
町
内
中
学
校
、
小
学

校
、
保
育
所
で
む
し
歯
ゼ
ロ
率
が
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
だ
っ
た
城
辺
中
学
校
、

長
月
小
学
校
、
船
越
保
育
園
に
「
愛

な
ん
歯
つ
ら
つ
大
賞
」
が
贈
ら
れ
、

続
い
て
、
若
林
良よ

し

和か
ず

町
食
育
協
働
部

会
長
（
愛
大
教
授
）
と
浅
海
裕ひ

ろ

紀き

先

生
（
あ
さ
う
み
歯
科
医
院
長
）
か
ら

愛
南
町
の
食
育
推
進
に
関
す
る
講

演
、
船
越
小
学
校
児
童
に
よ
る
食
育

成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 12/

    19

　

65
才
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

で
、
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
方
に
安
心
し
て
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
現
在
、
空
室
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
見

学
を
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間　

２
月
１
日（
火
）

〜
２
月
25
日（
金
）

問
い
合
わ
せ　

　

高
齢
者
支
援
課

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）

施
設
の
概
要

城
辺
高
齢
者
共
同
住
宅

入
居
者
募
集
数

１
人
世
帯
用　

２
名

入
居
費
用
及
び
使
用
料

月
額
１
５
，０
０
０
円

敷
金

使
用
料
２
か
月
分
に
相
当

個
人
負
担

食
事
費
用
、
電
気
料
実
費
負
担

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
支
援
課（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）又
は
各
支
所

住
民
福
祉
係

　

ま
た
、
食
育
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
ア

ス
リ
ー
ト
の
食
生
活
」
で
は
、
北
京

五
輪
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
日
本
代
表
チ
ー

ム
だ
っ
た
佐
伯
美み

香か

さ
ん
、
楠
原
千ち

秋あ
き

さ
ん
、
徳
野
涼り

ょ
う
こ子

さ
ん
か
ら
、
自

身
の
体
験
に
基
づ
い
た
食
の
大
切
さ

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
会
終
了
後
、
佐
伯
さ
ん
達

は
一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

に
指
導
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
あ
い
な
ん
歯
つ
ら
つ

体
操
の
発
表
、
城
辺
保
育
所
園
児
に

よ
る
食
育
ダ
ン
ス
、
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
に
よ
る
地
場
産
料
理
試

食
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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お
早
め
に
！

春
の
確
定
申
告
！

◆
宇
和
島
税
務
署
か
ら

県
有
地
売
払
い
の

お
知
ら
せ
！

◆
愛
媛
県
か
ら

●

愛南町役場
御荘支所

愛南警察署

僧都川

至国道56号

売払地　物件番号１

売払地　物件番号３

売払地　物件番号２

愛媛県愛南庁舎
●●

Ｎ

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
が
、
確
定
申
告
の
準
備
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。
申
告
は
正
し

く
、
お
早
め
に
。
納
税
は
、
振
替
納

税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
告
と
納
税
は

　

所
得
税　

３
月
15
日（
火
）

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

３
月

31
日（
木
）ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
告
書

の
作
成
が
で
き
ま
す
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」（
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://

w
w
w
.nta.g

o
.jp

）で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ

ば
、
所
得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
簡
単
に
作

成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
デ
ー
タ
は

Ａ
４
の
普
通
紙
に
印
刷
し
て
「
書

面
」
に
よ
り
税
務
署
へ
提
出
で
き

る
ほ
か
、
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」
を
利
用
し

て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
確
定
申
告
書
用
紙
や
収
支
内
訳

書
用
紙
等
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
子
申
告
書
の
有
効
期
限
は
３
年
で

す
！

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
は
３
年
と
な
っ
て

お
り
、
有
効
期
限
切
れ
の
場
合
は
、

電
子
証
明
書
の
更
新
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
の
更
新
は
、
各
市
町
村

窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
証
明
書
の
更
新
を

行
っ
た
場
合
は
、
更
新
し
た
電
子
証

明
書
を
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
に
再
度
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
【http://w

w
w
.e

―tax.nta.go
.jp

】
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

宇
和
島
税
務
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１
）

※
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い

た
だ
く
と
、自
動
音
声
案
内
が
流
れ
ま

す
の
で
、
そ
の
案
内
に
従
っ
て
、
ご
用

件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
県
で
は
、愛
南
町
に
所
在
す
る

県
有
地
を
次
の
と
お
り
売
払
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

愛
媛
県
総
務
部
管
理

局
総
務
管
理
課
財
産
管
理
グ
ル
ー
プ

　

〒
７
９
０
―

８
５
７
０

　

松
山
市
一
番
町
四
丁
目
４
番
地
２

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
５
５
） 　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/

）

物件番号 １ ２ ３

物件名
元南宇和
高等学校
プール

元南宇和
高等学校
職員住宅

元御荘警察署
副署長宿舎敷
地

所在地
御荘平城
3027番

御荘和口
67番1

御荘平城
2948番1

地目 学校用地 宅地（建付地）宅地

面積 1,212.82㎡ 514.91㎡ 278.09㎡

契約方法
一般競争入札
（事前申込必要）

一般競争入札
（事前申込必要）

公募抽選
（事前申込必要）

予定価格 8,750,000円 4,240,000円 6,930,000円

現地説明
2月15日（火）
13時から

2月15日（火）
14時30分から

2月15日（火）
11時から

申込締切
3月8日（火）
17時15分まで

3月8日（火）
17時15分まで

3月8日（火）
17時15分まで

入札（抽選）
日時

3月22日（火）
午前11時から

3月22日（火）
13時から

3月22日（火）
14時から

入札（抽選）
会場

愛南警察署
３階
大会議室

愛南警察署
３階
大会議室

愛南警察署
３階
大会議室
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２月の保健事業のお知らせ 国
民
年
金

よ
く
あ
る
質
問
！

◆
町
民
課
か
ら

 

Ｑ.

受
け
取
れ
る
年
金
額
を
で
き

る
だ
け
増
や
し
た
い
の
で
す
が
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

 

Ａ.

老
齢
基
礎
年
金
は
、
満
額
で

79
万
２
千
１
０
０
円
で
す
。
こ
の
年

金
額
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
40
年
（
４
８
０
月
）
間
漏
れ
な
く

保
険
料
を
納
め
た
場
合
に
受
け
取
れ

る
年
金
額
で
、
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
加
入
期
間
を
こ
れ
以
上
増
や
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
左
記
の
よ
う
な
方
法
に

よ
っ
て
、
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
任
意
加
入

　

ま
ず
一
つ
は
、
加
入
期
間
が
40
年

に
満
た
な
い
人
の
場
合
、
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
、
任
意
加
入
す
る
方
法
で

す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、
満
額

の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
保
険
（
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
等
）、
共
済
組
合
（
公

務
員
等
）
の
加
入
者
（
第
２
号
被
保

険
者
）
の
方
は
、
任
意
加
入
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
付
加
保
険
料

　

ま
た
、
も
う
一
つ
は
、
定
額
保
険

料
の
ほ
か
に
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
方
法
で
す
。

　

付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０
０
円

で
す
。
付
加
年
金
の
受
給
額
は
、

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

で
計
算
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
10
年

間
納
付
し
た
場
合
、

　

付
加
保
険
料
４
０
０
円
×
10
年

（
１
２
０
月
）＝
４
８
，０
０
０
円

　

付
加
年
金
額
２
０
０
円
×
10
年

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
２
月
18
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象者

３歳児健診   8日 火

城辺保健福祉センター

H１９年１１月１日～H１９年１２月３１日生

乳児健診 15日 火 H２２年  ８月１日～H２２年  ９月３０日生

５歳児健診 22日 火 H１７年１２月１日～H１８年  １月３１日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   4日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

育児相談
  9日 水

内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

うみのこ広場 17日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 28日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 16日 水

城辺保健福祉センター

１３：３０～１５：００

事前申込み

両親学級
かるがも教室

20日 日
９：３０～１１：３０

事前申込み

乳児栄養相談
もぐもぐ教室

23日 水
１３：３０～１５：３０

事前申込み

（
１
２
０
月
）＝
２
４
，０
０
０
円（
年

額
）

　

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と

納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額

と
な
り
ま
す
。

※
右
記
の
付
加
年
金
額
は
、
65
歳
か

ら
受
給
し
た
場
合
の
年
金
額
で
す
。

●
繰
下
げ
受
給

　

さ
ら
に
、
年
金
額
を
増
や
す
も
う

一
つ
の
方
法
は
、
65
歳
か
ら
年
金
を

受
け
ず
に
、
66
歳
以
後
70
歳
ま
で
年

金
の
受
給
を
遅
ら
せ
て
受
け
る
よ
う

に
す
る
方
法
、
い
わ
ゆ
る
繰
り
下
げ

受
給
す
る
方
法
で
す
。

　

繰
下
げ
受
給
は
、
66
歳
に
な
る
ま

で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
せ
ず
に
、

66
歳
以
後
に
申
出
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
繰
下
げ

の
申
出
を
し
た
月
の
前
月
ま
で
の
月

数
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
た
年
金
額
を

受
け
取
る
方
法
で
す
。
こ
の
加
算
さ

れ
る
率
は
、
１
月
あ
た
り
０
・
７
％

で
す
。
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税
務
課
等
か
ら
！

２
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

２・３月行事予定表

第１日曜日   6日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

建国記念の日 11日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第２日曜日 13日 岡澤クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第３日曜日 20日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第４日曜日 27日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

２月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

4期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

9期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

8期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

2/28

3/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

2/24

3/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

2/22

3/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

2/18

3/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

2/16

3/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

2/14

3/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

2/10

3/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

2/8

3/8

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

2/4

3/4

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

2/2

3/2

２、３月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

２月

6 日

8：45～13：00
第６回
愛南町ふれあい
健康マラソン大会

御荘B＆G
海洋センター
周辺コース

9：00～15：00
うまいもん市in

あいなん
南レク
御荘公園

7 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

9 水
19：00～20：00 愛なん地域医療懇談会 内海DE・あ・い・21

13：00～15：00 行政相談 町内各地

16 水 19：00～20：00 愛なん地域医療懇談会
一本松山村
開発センター

20 日 9：00～17：00
第3回愛南町
スポーツ少年大会
バレーボール競技

一本松交流
促進センター

21 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

23 水 19：00～20：00 愛なん地域医療懇談会
御荘文化
センター

26 土 5：00～15：00 あいなん磯釣大会
内海地区・
西海地区

27 日 9：00～17：00
第６回
愛南町スポーツ
少年大会剣道競技

一本松交流
促進センター

３月

3 木 10：30～17：30 愛南農産物コンクール
Ａ★ＭＡＸ

愛南店

6 日

8：30～17：00
第42回南宇和郡
サッカー選手権大会

南レク城辺
公園多目的
広場ほか

8：45～16：00
第7回
愛南町9人制女子
バレーボール大会

御荘B＆G海洋
センター

体育館

7 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

9 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

13 日 10：00～16：00
第45回愛媛県クラブ
対抗駅伝競走大会

一本松
小学校周辺

石垣の里だんだん雛祭り
3月3日（木）～4月3日（日）

時間　終日　　場所　愛南町外泊地区

　2月19日（土）～2月28日（月）

　　　　　　　　ネイチャーフォト同人会写真展

　3月  5日（土）～3月14日（月）

　　　　　　　　　大工棟梁　中山以
い さ お

佐夫絵画展

　3月19日（土）～3月28日（月）　山下　等
ひとし

  絵画展

時間　8：30～19：00　場所　内海DE・あ・い・21


